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〇関係者ヒアリングの概要

P1

■実施目的

七飯町地域公共交通計画に位置づけた各種施策を実施するに当たり、課題、円滑な施策実施に向けた意
見などを交通事業者からのヒアリングで把握し、今後の基礎資料として整理をする。

■ヒアリング先・項目

ヒアリング先 ヒアリング項目

（株）桔梗ハイヤー

・七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・七飯町地域公共交通計画の推進について

（株）ほくとハイヤー

（有）からまつハイヤー

七飯タクシー（個人）

佐藤（和）タクシー（個人）

ケアタクシー函館（福祉限定）

草野介護タクシー（福祉限定）

福祉ハイヤーリーフ（福祉限定）

（有）大沼交通



２．関係者ヒアリング 結果要旨

P2

■（株）桔梗ハイヤー
◎ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・次々と予約が入るため利用券に記載する情報が多く運転手の対応が大変だった。

・実証実験期間中は利用者が一気に増加し、特に大川・大中山地区の移動が多かった。

・新規利用者も増え、待ち時間が長くて２０分ほど発生することもあった。

・今までは徒歩移動だったが、利用券の配付があったためタクシーを利用したという人もいた。

・施設間の移動は少なく、自宅から施設間の１メーターから２メーターまでの利用が多かった。

・現在の業務体制では、利用が多い１０時から１２時までの間の対応が大変だった。

・実証実験に伴い新規顧客の獲得に繋がり、実験終了後も継続して利用されている。

◎利用者の意見について

・１度に使える枚数の増加や１枚当たりの金額の増額を望む人の声が多かった。

・利用者の多くは喜んでいて、利用券を継続してほしいという要望が多いと感じた。

◎事業を継続する場合の課題について

・利用券への記載を簡単にしてほしい。

・自社制度の高齢者クーポンとの併用が可能だったため、運転手の用務負担を軽減できるかが重要と考える。

・町から利用方法の周知を徹底してほしい。

・利用者が分かりやすい制度であることも重要と考える。

・積雪が多い場合は、配車が難しくお客さんを待たせることがあった。年間を通じた実施となれば、利用の分

散も見込まれるのではないか。

◎その他

・運転手は高齢化等の理由により少なくなっているが、可能な限り町の公共交通施策には協力していきたい。



２．関係者ヒアリング 結果要旨

P3

■（株）ほくとハイヤー
◎ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験について

・利用券に記入する内容が多く、慣れるまで運転手が困惑していた。

・長くて３０分ほどの待ち時間が発生することがあり、運転手の休憩時間の確保が難しかった。

・自社の電話回線数やオペレーター数の関係で、利用者からの電話に出られない状況もあった。

・町への補助申請や集計などの事務作業が多く発生していた。

・新規利用者が増加したこともあり、運転手のサービスレベルが向上したと感じる。

・１メーターから２メーターまでの利用が多かった。

・自社としても新規顧客獲得に繋がったし、利用者も負担軽減になり良かったのではないかと思う。

◎利用者の意見について

・また実施してほしい、という問い合わせがあった。

・バスを運行するよりも利便性が高いと思う。

・他の人と乗り合わせたくない場合もあるのでタクシーの方が良いと思う。

◎事業を継続する場合の課題について

・利用券への記載を簡単にしてほしい。

・電話受付体制の整備が必要である。

◎その他

・運転手は高齢化等の理由により少なくなっているが、可能な限り町の公共交通施策には協力していきたい、

実証実験を実施したことは良いことだと思う



〇関係者ヒアリング結果要旨

P4

■その他町内交通事業者（主に七飯町ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験に関すること）

• 利用券の配付により利用者は増えたが、一過性のものとなっている。

• 年間を通じて配布すれば、利用者はありがたいと思うが、運転手不足により対応できないことも想定される。

• 大沼地区や藤城・峠下地区は、タクシーだけでは対応できない。市街地まで行く移動手段は別に必要だと思
う。早急に考えて実現してほしい。

• 想定していたよりも利用券の記載も手間ではなかった。

• 町内事業者で対応できない場合は、町外事業者にも協力を仰ぐことも検討すべきではないか。

• 函館の病院からななえ新病院までの場合は、高額になってしまい、１枚しか使用できないと説明するのが心
苦しかった。

• 利用方法や運賃制度を理解してもらうまでに時間がかかった。

• 利用券を使い切れていない人が多かった。配付枚数は見直しが必要と感じる。

• 実証実験の周知が足りなかったと思う。２人がそれぞれの利用券を持っていれば、合計２枚使えるという実
例を伝えることで台数の確保に繋がるのではないか。

• アンケート結果で６割以上の方が続けてほしい、という回答があることを踏まえれば、単純に今回の実証実
験は成功と捉えても良いと思う。

• 金額は１枚５００円という設定でよかったと思う。対象によって金額が増減するのは差別を助長する恐れが
ある。


